
（単位：円）

金  額 金  額

【流動資産】 80,910,608 【流動負債】 9,664,632

現金および預金 62,422,170 買掛金 6,232,715

受取手形 0 未払金 999,542

未収金 3,289,926 預り金 49,975

売掛金 3,451,356 未払法人税等 1,118,100

貯蔵品ガス 0 未払消費税等 1,264,300

貯蔵品器具 1,133,981

貯蔵品工事 824,782

仮払金 9,800,000

立替金 19,393

貸倒引当金 △ 31,000

【固定資産】 9,958,920

有形固定資産 9,958,920

機械装置 234,914

容器 0

貸付消費設備 9,724,005

工具器具備品 1

9,664,632

【株主資本】 81,204,896

資本金 40,000,000

利益剰余金 41,204,896

利益準備金 0

その他利益剰余金 41,204,896

別途積立金 0

繰越利益剰余金 41,204,896

81,204,896

90,869,528 90,869,528資産合計 負債・純資産合計

貸   借   対   照   表
2023年12月31日現在

純資産の部

純資産合計

負債合計

科　目
資産の部 負債の部

第　１８　期　　決　算　公　告

広島県三次市東酒屋町１４２４番地１

広島ガス三次株式会社

代表取締役　　原田　仁

科　目
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１．.この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

２．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）資産の評価基準及び評価方法

①棚卸資産の評価基準及び評価方法

プロパンガスについては移動平均法による原価法を採用しています。

それ以外の貯蔵品については最終仕入原価法を採用しています。

（２）固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産

法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

②無形固定資産

法人税法の規定による定額法を採用しています。

（３）引当金の計上基準

①貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について貸倒実績率により計上して

います。

（４）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

①リ－ス取引の処理方法

リ－ス物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リ－ス取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

②消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。

３．貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額 円

４．株主資本等変動計算書に関する注記

（１）当事業年度の末日における発行株式の数（未発行） 普通株式 株

（2）当事業年度中に行った剰余金に関する事項

剰余金の配当は行っておりません。

（3）当事業年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

剰余金の配当は行わない予定です。

５．当期純損益金額

当期純利益の金額 円2,731,594

広島ガス三次株式会社

個 別 注 記 表

２０２３年１２月３１日まで

21,503,367

800

２０２３年　1月　1日から
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